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明治時代に建てられた空き家を活用し、地域に開く

活動エリア角の家：明治期築。旧商店街の角地に
あり、以前は製麺所兼住居として使われ
ていたが、その後20年以上空き家となっ
ていた。

イクヤマ家：昭和40年代に建てられた一
般住宅で、2022年まで高齢女性が一人
暮らししていたが、施設に入ったことで
空き家になった。

金沢市中を流れる犀川沿いに位置する住宅街、菊川エリアには多数の空き家（地図上の■）が点在す
る。「綴る」は所有者から空き家を期限付きで使用賃借し、利活用に必要な工事費や期間中の管理
全般を請け負う

【図】組織の構成

NPO法人 綴る [継続]
石川県金沢市

地域で紡ぐ「ひと」と「モノ」の新たな循環

住まい活動助成

団体設立経緯
　都市では、個別化や分断が進む
中で、空き家の増加や人と人との
つながりの希薄化が進んでいます。
こうした傾向に対し設立代表者は、
不動産仲介の仕事や自身の暮らし
を通じ、増え続ける空き家を個別
に扱うのではなく、かつての入会
地のように地域の中で共有される
資源として捉え直すことで、多様
な実践が生まれ、相互扶助の関
係が築かれる新たな地域コミュニ
ティの可能性を模索しました。そ
の理念に共感する建築家やアー
ティストらとともに、2023年に本
法人を設立しました。

活動概要と活動対象範囲
　道幅が狭く、建て替えや改修が
難しいことから、金沢市内の中で
も特に空き家率の高い場所となっ
ている菊川エリア（金沢市菊川1・
2丁目、幸町）を活動対象範囲とし、
エリア内に点在する空き家・空き
地を会員が自由に使える共有施設
として転用し、そこを舞台にアート
や福祉、建築、教育などジャンル
レスな取り組みを進めています。
　2025年度は、「角の家」を新たな
共有施設として整備し、道路に面
した立地と半屋外的な空間特性を
活かしながら、フリーマーケットや
日替わり店主による出店など、人

の出入りが生まれる「開かれたマー
ケットのような場」として運用してい
ます。併せて、既存拠点である「イ
クヤマ家」との役割分担により、滞
在型の利用と通過・交流型の利用
を組み合わせた面的な活動を展開
しています。

活動に至った理由や背景
　24年度に実施した展覧会におい
て会場の一つとして使用した「角の
家」について、展覧会後、所有者よ
り継続的な活用を前提として借り
受けることとなりました。当該建物
はかつて製麺所兼住居として使わ
れており、周辺も商店が立ち並ぶ

生活の拠点でしたが、現在はその
機能が失われ、日常的なにぎわい
や交流の機会が減少しています。
　一方で、道路に面した立地や半
屋外的な空間の性質は、物販や人
の出入りを伴う使い方と親和性が
高く、場としての開放性にも可能性
があると考えました。こうした特性
を踏まえ、この場所を地域に開か
れたマーケットのような使い方を試
みる拠点として位置付けました。

活動内容と成果
　本法人は、金沢市菊川エリアに
点在する空き家・空き地を地域の
共有資源として活用することを通し
て、人と人との関係が生まれ、育
まれていく実践に取り組んでいま
す。活動の中核となるのは、空き
家を単に利活用するのではなく、
地域に開かれた“共有地”として位置
付け、会員および地域住民が主体
的に関わる運営形態を構築してい
る点にあります。
　これまでの主な拠点である「イク
ヤマ家」では、シェアキッチンを活
用したカフェ営業や持ち寄り形式

の食事会、地域住民と連携した畑
づくりなどを実施してきました。こ
れらの活動は単なるイベントにとど
まらず、日常的な関係性の積み重

ねを生み、世代や職業を越えた接
点をつくる役割を果たしています。
　また、空き家を会場とした展覧
会やアーティスト・イン・レジデン



68 692025年度　住まいとコミュニティづくり活動助成 一般財団法人ハウジングアンドコミュニティ財団

1 2
3 4

た。さらに、金沢芸術創造財団主
催による「金沢ナイトミュージアム

『うたう家』」（足立智美）は、オー
ディオ・エキサイターを用いて建物
そのものを振動させ、壁や床が音
を発する装置として機能する状態
をつくり、古民家の構造と音の関
係性を体験する機会となりました。
　また、「空き家相談会」では、会
員である建築家と宅地建物取引士
が対応。「角の家」という開かれた
場で実施することで、従来の相談
窓口とは異なる心理的距離の近さ
が生まれ、相談のハードルを下げ
る効果が見られました。「すみっこ
サークル」では、空き家から譲り受
けた火鉢で炭を起こしてみるなど、
特別な目的を持たない日常的な活
動を通じて、緩やかな関係性が形
成されています。「綴るの本屋」で
は、記録集を販売し、活動の蓄積
を共有しています。
　空間面においても、こうした使
い方を支える設計を取り入れていま
す。テイクアウトに対応したカウン
ターや可変的に使えるベンチ、掲
示板、全開放可能な建具を設ける
ことで、販売・展示・滞在といった
複数の行為が同時に成立する構成
としています（写真4）。建具は閉
じた状態でも風や光を通す仕様と
し、内外の境界を緩やかにするこ
とで、通りとの連続性を生み出して
います。2階および1階奥の居住ス
ペースは展示や制作などに対応す
るニュートラルな空間として、地域
内外の表現活動を受け入れる余白
となっています。
　これらの取り組みにより、「角の
家」は単なる施設ではなく、関わる
人の行為によって更新され続ける
場として機能し始めています。また、

「イクヤマ家」との併用により、滞
在と通過、内と外といった異なる
性質の活動が相互に補完し合う関

係が生まれ、エリア全体としての活
動の厚みが増しています。
　一方で、当初想定していた常設
で持ち寄る形のマーケットについ
ては、現時点では実施に至ってい
ません。常時管理者が不在の状態
で開放する運用を検討したものの、
防犯面や管理面に加え、所有者
の不安も踏まえる必要があり、継
続的に成立させる条件を整えるこ
とが難しいと判断しました。また、
想定外の雨漏りが発生し、設備什
器の一部を修理費に充てるなど、
運用面での調整も生じています。
　そのため、現段階では日替わり
店主や企画単位での利用を中心と
し、管理と開放性のバランスを取
りながら運用しています。

課題と解決方策
　活動全体の課題としては、第一
に運営の持続性が挙げられます。
会員収入によって活動を支えてい
る側面があるため、参加者数の拡
大も必要です。その一方で、実際
の運営や企画を担う実働メンバー
が限られており、特定のメンバー
への負担が集中しやすい状況にあ
ります。継続的な運営体制の構築
にあたっては、関わる人数と実際
の担い手とのバランスをどう整える
かが課題となっています。
　第二に、場の開放性と関係性の
質のバランスがあります。誰でも利
用できる仕組みは重要ですが、関
わりが一過性にとどまることで、場

の運営や更新に関与する主体が育
ちにくくなる側面もあります。
　これに対し、関わり方の幅を段
階的に広げていくことを試みてい
ます。日替わり店主やイベント出店
といった比較的関わりやすい入口
を設けながら、徐々に企画や運営
に関わる人が生まれていく状態を
つくることを目指しています。
　また、今後は学生や地域おこし
協力隊など地域外からの関与も受
け入れ、多様な視点を取り込みな
がら担い手の裾野を広げていきた
いと考えています。さらに、他団体
との連携を通じて役割を補完し合
うことで、単独では担いきれない
領域にも対応していきます。

今後の予定
　今後は「イクヤマ家」と「角の家」
の役割を使い分けながら、それぞ
れの特性を活かした活用をさらに
充実させていきます。「イクヤマ家」
における滞在型の関わりと、「角の
家」における通過・交流型の関わり
を組み合わせることで、地域内で
の活動の広がりを高めていきます。
　また、地域に残る柿の木の調査
など、空き家や敷地に付随する資
源に着目した取り組みを進めると
ともに、アーティストの滞在受け入
れなども今後検討していきます。こ
れらの実践を通じて、地域内外の
人や資源がゆるやかにつながる関
係を育みながら、活動の持続性と
展開性の両立を図っていきます。

特定非営利活動法人綴る
2023年4月設立、同年9月法人化／メンバー数：27人／代表者：松本 有未（まつもと・
ゆうみ）
●〒920-0967　石川県金沢市菊川2-19-6

tsuzuru.kikugawa@gmail.com　 www.tsuzuru.org/　 tsuzuru.ie

私たちは、金沢市菊川エリアに点在する空き家を会員と地域住民の共有地として
活用し、管理されていない空き家を減らすとともに、地域の人々が自然と相互扶助
できるコミュニティの形成を目指しています。

スを実施することで、外部からの
関係人口を呼び込み、地域の新た
な解釈や価値の可視化にもつなが
りました。加えて、空き家の掃除
や維持管理に関するイベントを通
じて、物理的な管理と関係性の形
成を同時に進める仕組みを構築し
ています。
　これにより、空き家は「管理され
ていない存在」から「関わることで
維持される存在」へと転換されつつ
あります。こうした活動の積み重ね
により、県内外から27名の会員が
集まり、近隣町会や公民館との協
力関係も形成されました。
　2025年度は、新たな拠点として

「角の家」の整備・活用を開始しま
した。「イクヤマ家」が路地裏に位
置する滞在型の空間であるのに対
し、「角の家」は2つの道路に面し、
通りに対して開かれた構えを持つ
空間です。この違いを活かし、「イ
クヤマ家」が関係性を深める場で
あるのに対し、「角の家」は人の出
入りや偶発的な出会いが生まれる
場として位置付け、拠点間で役割

を分けて運用しています。
　具体的な取り組みとして、以下
のような活動を展開しています。
茶龍（紅茶店）／ベーコーヒー（コー
ヒー店）／おはぎzen（おはぎ出張
販売）／つなげるつながるつづる
のフリマ／ポシャギとひまわり展（写
真1）／空き家相談会／すみっこ
サークル／「on the corner」／「オ
ヤツとコーヒーとエプロンと、」／
綴るの本屋／金沢ナイトミュージア
ム「うたう家」　など
　「角の家」では、まず日常的な利
用として、会員による「茶龍」「ベー
コーヒー」が露店営業許可を取得
し、定期的に飲食を提供していま
す。頻度としては月に各2 ～ 3日程
度ですが、継続的に開くことで通
りに対する開き方が少しずつ定着
し、場所としての認知が生まれてい
ます。飲み物や焼菓子といったモ
ノを媒介に人が立ち寄り、短時間
でも関係が生まれる入口となってい
ます。
　また、「on the corner」や「オヤ
ツとコーヒーとエプロンと、」など複

数の会員による共同企画、市内事
業者による出張営業「おはぎzen」
などを受け入れ（写真2）、飲食や
物販を伴う多様な使い方を試みて
います。これらの企画は単なる出
店にとどまらず、空間の使い方や
関わり方を検証する機会として機
能しており、場のあり方を更新する
実験的な側面を持っています。
　「つなげるつながるつづるのフリ
マ」（写真3）では、会員および地域
住民が出店者となり、不要品を持
ち寄って販売しました。「角の家」
だけでなく「イクヤマ家」も会場と
して使用したことで、拠点間を行
き来する動きが生まれ、単一の場
所にとどまらない回遊的な利用が
見られました。また、モノの交換・
売買をきっかけに新たな関係が生
まれ、人と人とのつながりが場を
越えて広がる様子が見られました。
　展示企画としては、「ポシャギと
ひまわり展」を実施し、会員による
作品展示と市内生花店による花の
販売を組み合わせることで、表現
と日常が交差する場をつくりまし


